
愛媛大学における競争的研究費からのバイアウト制度の利用に関する取扱要項 

 

令和４年１月１２日 

学 長 裁 定 

 

(趣旨) 

第１条 この要項は，愛媛大学（以下「本学」という。）において，競争的研究費の直接経費から研究

以外の業務の代行に係る経費（以下「バイアウト経費」という。）の支出を可能とする制度（以下「バイ

アウト制度」という。）の取扱いについて，必要な事項を定めるものとする。 

２ バイアウト制度の取扱いは，「競争的研究費の直接経費から研究以外の業務の代行に係る経費を

支出可能とする見直し（バイアウト制度の導入）について（令和 2 年 10 月 9 日競争的研究費に関す

る関係府省連絡会申し合わせ）」及び当該競争的研究費の配分機関が定める方針又は公募要項

等（以下「配分機関の要項等」という。）に定めるもののほか，この要項の定めるところによる。 

（目的） 

第２条 この要項は，バイアウト制度の運用に関し必要な事項を定めることにより，研究者が競争的研

究費による研究プロジェクト（以下「研究プロジェクト」という。）に専念できる時間の拡充により当該研

究プロジェクトの一層の進展に資することを目的とする。 

 (対象事業) 

第３条 対象となる事業は，配分機関の要項等において，バイアウト制度の対象とされているものとす

る。 

（対象者） 

第４条 対象となる教員は，研究プロジェクトの研究代表者又は研究分担者（以下「ＰＩ等」という。）と

する。ただし，配分機関の要項等において別に定めがある場合はこれによるものとする。 

 (代行業務の範囲) 

第５条 バイアウト経費を支出可能な業務は，研究活動，入試に関する業務，組織管理運営事務及

び営利目的の業務を除く，次の各号のいずれかの業務であって，本学の業務に支障を生じるおそ

れがないものとする。 

（１） 教育活動(授業等の実施・準備，学生への指導等)及びこれに付随する事務に関する業務 

（２） 社会貢献活動（診療活動，研究成果普及活動等）及びこれに付随する事務に関する業務 

（３） 前２号に定めるもののほか，ＰＩ等が所属する部局等の長（以下「部局長」という。）が適当と認め

る業務 

 (バイアウト経費の上限) 

第６条 バイアウト経費の上限額は，ＰＩ等が当該年度において配分を受ける競争的研究費の直接経

費の 20％（直接経費が 100 万円以下の場合は 30％）又は配分機関が定める支出上限額のいずれ

か低い額とする。 

(バイアウト経費の算定方法) 

第７条 バイアウト経費は，代行業務の内容に応じて，本学の規程等により算定する。 

（複数の競争的研究費からの支出） 

第８条 配分機関の要項等において合算使用が認められている場合は，複数の競争的研究費から

バイアウト経費を支出できるものとする。 

２ 複数の競争的研究費からバイアウト経費を支出する場合は，各々の経費分担の根拠を明確にした

上で，競争的研究費間で重複がないよう，適切な経費配分を行わなければならない。 



 (申請手続) 

第９条 バイアウト制度の利用を希望するＰＩ等は，競争的研究費への応募時にバイアウト経費の計上

を求められている場合は，部局長にバイアウト制度利用申請書（様式１）を提出し，事前に承認を得な

ければならない。 

２ ＰＩ等は，前項により承認を受けた研究プロジェクトが採択となった場合又は前項による承認を得て

いない研究プロジェクトによるバイアウト制度の利用を希望する場合は，部局長にバイアウト制度利用

申請書（様式２）を提出し，事前に承認を得なければならない。 

３ 前２項において，複数の競争的研究費からバイアウト経費を支出する場合は，各々の競争的研究

費に係る申請書を提出し，承認を得なければならない。 

４ 部局長は，第１項又は第２項の申請を受けたときは，承認の可否を決定し，バイアウト制度利用承

認通知書（様式３）によりＰＩ等に通知するものとする。 

（変更手続） 

第１０条  ＰＩ等は，前条第４項により承認を受けた内容を変更しようとする場合は，部局長にバイアウト

制度利用変更申請書（様式４）を提出し，事前に承認を得なければならない。 

２ 部局長は，前項の申請を受けたときは，承認の可否を決定し，バイアウト制度利用変更承認通知書

（様式５）によりＰＩ等に通知するものとする。 

（代行業務を行う者の雇用手続き等） 

第１１条 部局長は，バイアウト制度の利用を承認した場合は，代行要員の確保等により，業務の代行

を実施するものとする。 

（エフォート管理） 

第１２条 ＰＩ等は，適切なエフォート管理を行うよう留意するものとし，バイアウト経費の支出により確保

される時間を，当該研究プロジェクトの遂行にのみ充てなければならない。 

（承認取消） 

第１３条 部局長は，ＰＩ等が次の各号のいずれかに該当すると認めた場合は，承認を取り消すことがで

きる。 

（１） 承認した代行業務と実際の代行業務が異なる場合 

（２） バイアウト経費の支出により確保された時間を，当該バイアウト経費を支出した研究プロジェクト

の遂行に充てていないと認められる場合 

（３） 承認したエフォート率と実際のエフォート率が大幅に異なる場合 

（４） 配分機関の要項等に定める条件に違反している場合 

（５） その他，バイアウト制度の利用が不適当と認められる場合 

 (報告) 

第１４条 部局長は，バイアウト制度の利用により研究プロジェクトが適切に実施されているかを確認す

るため，ＰＩ等に対して，バイアウト制度の利用状況の報告を求めることができる。 

２ ＰＩ等は，部局長を通じて，別に定める日までにバイアウト制度利用報告書（様式６）を学長に提出す

るものとする。 

（雑則） 

第１５条 この要項に定めるもののほか，バイアウト制度の利用に関し必要な事項は別に定める。 

 

 

附 則 

この要項は，令和４年１月１２日から施行する。 



様式１ 

 

令和  年  月  日 

（所属部局の長） 

                   殿 

 

申請者 

所 属：  

職・氏名 ： 

 

バイアウト制度利用申請書 

 

競争的研究費への応募にあたり，下記のとおりバイアウト制度の利用を申請しますので承認願い

ます。 

 

１．バイアウト経費を支出する競争的研究費 

 

２．代行を希望する業務 

業 務 内 容 

（代行業務の内容を具体的に記載） 

代 行 期 間 令和  年  月  日 ～ 令和  年  月  日 

代 行 要 員 

候 補 者 

（所属，職，氏名） 

所要見込額 千円 

所要見込額 

積 算 内 訳 
 

 

３．エフォート（年間の全仕事時間 100％に対する時間の配分割合） 

 研究活動 

（当該プロジェクト分） 

組織管理 

運 営 
教育活動 

社会貢献 

活 動 
その他 

代 行 前 
％ 

（          ％） 
％ ％ ％ ％ 

代 行 後 
％ 

（          ％） 
％ ％ ％ ％ 

事 業 名 等 
（配分機関名，事業名，研究種目名，課題名等） 

研 究 期 間 令和  年  月  日 ～ 令和  年  月  日（   年間） 

申 請 額 

（直接経費）  
令和  年度          千円 （研究期間全体          千円） 



様式２ 

 

令和  年  月  日 

（所属部局の長） 

                   殿 

 

申請者 

所 属：  

職 ・ 氏 名： 

 

バイアウト制度利用申請書 

 

下記のとおりバイアウト制度の利用を申請しますので承認願います。 

 

１．バイアウト経費を支出する競争的研究費 

 

２．代行を希望する業務 

業 務 内 容 

（代行業務の内容を具体的に記載） 

代 行 期 間 令和  年  月  日 ～ 令和  年  月  日 

代 行 要 員 

候 補 者 

（所属，職，氏名） 

所要見込額 千円 

所要見込額 

積 算 内 訳 
 

 

３．エフォート（年間の全仕事時間 100％に対する時間の配分割合） 

 研究活動 

（当該プロジェクト分） 

組織管理 

運 営 
教育活動 

社会貢献 

活 動 
その他 

代 行 前 
％ 

（          ％） 
％ ％ ％ ％ 

代 行 後 
％ 

（          ％） 
％ ％ ％ ％ 

事 業 名 等 
（配分機関名，事業名，研究種目名，課題名等） 

研 究 期 間 令和  年  月  日 ～ 令和  年  月  日（   年間） 

交付見込額 

（直接経費）  
令和  年度          千円 （研究期間全体          千円） 



様式３ 

 

令和  年  月  日 

 

（研究代表者又は研究分担者） 

殿 

 

 

部局長所属・職名・氏名 

 

 

 

バイアウト制度利用承認通知書 

 

 

令和  年  月  日付けで申請のあったバイアウト制度利用申請について承認します。 



様式４ 

 

令和  年  月  日 

（所属部局の長） 

                   殿 

 

申請者 

所 属：  

職 ・ 氏 名： 

 

バイアウト制度利用変更申請書 

 

令和   年  月   日付けで承認を受けたバイアウト制度の利用について，下記のとおり変更し

たいので承認願います。 

 

１．変更理由 

 

 

２．バイアウト経費を支出する競争的研究費 

 

３．代行を希望する業務 

業 務 内 容 

（代行業務の内容を具体的に記載） 

代 行 期 間 令和  年  月  日 ～ 令和  年  月  日 

代 行 要 員 

候 補 者 

（所属，職，氏名） 

所要見込額 千円 

所要見込額 

積 算 内 訳 
 

 

４．エフォート（年間の全仕事時間 100％に対する時間の配分割合） 

 研究活動 

（当該プロジェクト分） 

組織管理 

運 営 
教育活動 

社会貢献 

活 動 
その他 

代 行 前 
％ 

（          ％） 
％ ％ ％ ％ 

代 行 後 
％ 

（          ％） 
％ ％ ％ ％ 

事 業 名 等 
（配分機関名，事業名，研究種目名，課題名等） 

研 究 期 間 令和  年  月  日 ～ 令和  年  月  日（   年間） 

交付見込額 

（直接経費）  
令和  年度          千円 （研究期間全体          千円） 



様式５ 

 

令和  年  月  日 

 

（研究代表者又は研究分担者） 

殿 

 

 

部局長所属・職名・氏名 

 

 

 

バイアウト制度利用変更承認通知書 

 

 

令和  年  月  日付けで申請のあったバイアウト制度利用変更申請について承認します。 

 



様式６ 

 

令和  年  月  日 

 

愛媛大学長 殿 

 

所 属：  

職 ・ 氏 名： 

 

バイアウト制度利用報告書 

 

バイアウト制度の利用結果について下記のとおり報告します。 

 

１．バイアウト経費を支出した競争的研究費 

 

２．代行した業務 

業 務 内 容 

（代行業務の内容を具体的に記載） 

代 行 期 間 令和  年  月  日 ～ 令和  年  月  日 

代 行 要 員 
（所属，職，氏名） 

支 出 額 円 

支出額内訳  

 

３．エフォート（年間の全仕事時間 100％に対する時間の配分割合） 

 研究活動 

（当該プロジェクト分） 

組織管理 

運 営 
教育活動 

社会貢献 

活 動 
その他 

代 行 前 
％ 

（          ％） 
％ ％ ％ ％ 

代 行 後 
％ 

（          ％） 
％ ％ ％ ％ 

事 業 名 等 
（配分機関名，事業名，研究種目名，課題名等） 

研 究 期 間 令和  年  月  日 ～ 令和  年  月  日（   年間） 

交 付 額 

（直接経費）  
令和  年度          千円 



４．活動内容・成果 

（バイアウト制度の利用により当該研究プロジェクトに専念できる時間が拡充したことで得られた

研究計画の進展や成果について具体的に記載） 

 


